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ス
ｗ

一
民
に揺
作
SS一

階
の幽
晦
悩
頂

、
東
日
本
巨
大
地
震
に
よ
る
福

島
第
一
原
発
事
故
で
「
屋
内
退

避
」
と
な
り
、
家
族
５
人
で
岡

一
山
市
に
避
難
し
た
福
島
県
南
相

琳
市
の
整
形
外
科
医
・
常
盤
聡

・
’
さ
ん
（
4
4
）
が
、
被
災
地
の
支
援

-

て
い
る
公
設
国
際
貢

　
（
新
見
市
）
の
一
員

常
盤
さ
ん
国
際
貢
献
大
学
校
と
協
力

新
見
市
の
支
援
に
感
謝
す
る
常
盤
さ

ん
（
左
端
）
と
家
族
。
右
は
激
励
す

る
石
垣
市
長
（
新
見
市
役
所
で
）

と
し
て
、
故
郷
の
支
援
に
立
ち

上
が
る
。
2
4
日
、
同
大
学
校
を

訪
れ
、
的
野
秀
利
・
校
営
管
理

者
（
4
3
）
か
ら
△
救
援
協
力
医
▽

の
委
嘱
状
を
受
け
た
。
同
大
学

校
は
今
後
、
常
盤
さ
ん
の
医
院

を
拠
点
に
、
協
力
し
て
被
災
者

ら
の
支
援
に
あ
た
る
。

　
常
盤
さ
ん
の
整
形
外
科
医
院

は
海
岸
か
ら
1
0
診
に
あ
り
、
地

震
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
原
発
か
ら
の
距

離
は
約
2
5
診
で
、
1
5
日
に
屋
内

退
避
の
指
示
が
出
た
た
め
、
や

む
な
く
医
院
を
閉
め
、
岡
山
市

の
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
に
い
る
知
人

の
勧
め
で
1
6
日
、
妻
、
子
ど
も

３
人
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、
一

緒
に
同
市
に
来
た
。

　
家
族
の
安
全
を
確
保
し
た
常

盤
さ
ん
は
、
一
刻
も
早
く
、
郷

里
で
市
民
の
健
康
を
守
る
活
動

を
再
開
し
た
い
と
希
望
。
ア
ム

ダ
が
運
営
に
協
力
し
て
い
る
同

大
学
校
と
、
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
常
盤
さ
ん
は
、
近
く
南
相
馬

市
に
帰
り
、
同
大
学
校
の
メ
ン

バ
ー
と
お
年
寄
り
や
、
避
難
所

に
入
ら
ず
に
健
康
へ
の
不
安
を

抱
え
る
市
民
ら
の
支
援
に
あ
た

る
。
常
盤
さ
ん
は
「
大
学
校
と

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
幅
広

い
支
援
が
可
能
に
な
る
Ｊ
ひ
っ

そ
り
と
自
宅
な
ど
に
こ
も
り
、

不
安
な
日
々
を
送
る
人
の
支
え

に
な
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

　
的
野
校
営
管
理
者
は
「
地
理

に
詳
し
い
、
そ
れ
も
医
師
が
加

わ
る
こ
と
で
、
情
報
も
増
え
、
含

め
細
か
い
活
動
が
で
き
る
」
と

心
強
く
思
っ
て
い
る
。

　
し
ば
ら
く
岡
山
市
の
ア
ム
ダ

関
係
者
宅
に
住
む
常
盤
さ
ん
の

長
男
で
６
年
樹
君
（
1
2
）
は
「
危

険
な
場
所
で
働
こ
う
と
す
る
父

を
尊
敬
し
て
い
る
。
母
や
弟
、
妹

と
仲
良
く
岡
山
で
暮
ら
す
か
ら

安
心
し
て
古
里
の
た
め
に
頑
張

っ
て
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
新
見
市
は
2
4
日
、
市
民
か
ら

集
め
た
毛
布
な
ど
救
援
物
資
約

1
0
万
点
を
同
大
学
校
に
託
し

た
。
引
き
渡
し
式
に
は
常
盤
さ

ん
、
的
野
校
営
管
理
者
ら
が
出

席
。
常
盤
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
気
持

ち
と
物
資
を
被
災
地
に
届
け
ま

す
」
と
感
謝
。
石
垣
正
夫
市
長
は

「
今
後
も
困
難
は
続
く
と
思
う

が
、
常
盤
さ
ん
、
大
学
校
の
皆
さ

ん
、
頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
た
。
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